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研究のトピックス性 

 アジサイを酸性土壌で育てると花色が青くなることは良く知られています。これは、酸

性土壌で溶け出すアルミニウムイオン（Al3+）が根から吸収され花（実際にはガク）まで

運ばれ、着色細胞の液胞内で花色素アントシアニンと錯体を形成するためです。一方、

アルカリ性土壌では、Al3+は水に溶けないため吸収されず、赤色の花になります。しか

し、これまで Al3+がどのような膜タンパク質の働きにより吸収されて、運ばれていくのか、

その輸送や花の細胞の中に貯まる仕組みは全く不明でした。 

 私達は、アジサイの青色発色の機構解明に興味を持ち研究を行ってきました。今回、

青色アジサイを材料に細胞内および液胞内へ多量に Al3+を運ぶ輸送体タンパク質をコ

ードする遺伝子を計 3 種類見いだしました。そしてこれらの遺伝子産物がアジサイで発

現していることも確認しました。さらには、そのうちの 2 種類が、最初にヒトの赤血球か

ら見つかった水を運ぶ「水チャネルタンパク質」と非常に良く似たアミノ酸配列を持つこ

とも明らかにしました。アジサイは、水をたくさん要求する植物であるため、その性質と

の関連性にも興味が持たれます。 
 
研究の波及効果 

 一般的に酸性土壌では Al3+の毒性により根が障害を受けて、植物は育ちません。

地球の全耕地の約 40％は酸性土壌といわれ、現在でも食糧生産にも甚大な影響があ

ります。アジサイは、高い酸性土壌耐性を持つ植物ですが、今回の研究で見いだした

液胞内へ Al3+を運び無害化する機構が重要であることがわかりました。実際にモデル

植物のシロイヌナズナにこの遺伝子を導入したところ、Al3+に耐性となることがわかりま

した。本研究は、酸性土壌耐性作物を育種する上でも、重要な知見と考えています。 
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